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代表の安東幹（あんどうかん）氏と主要著作『日本共産党に強制収容所』日本共産党と関係が深い医

療機関の集団である民医連（全日本民主医療機関連合会）の精神科・神経科などのメンタルセクショ

ンが、日本共産党の強制収容所の役割を果たしている。有名なのは、代々木病院精神科・神経科であ

る。日本共産党を批判する人で、日本共産党関係者など、日本共産党の指示に従えない人が、むりや

代表　安東　幹　について

東京都立西高校卒業
慶應義塾大学通信課程法学部乙類（政治学科）卒業
シティ大学大学院行政学修士在学中（現在学習中断
中）
日本共産党と関係が深い労働争議団の批判、慶應義
塾大学を共産主義者から守る活動、東京都の教育委
員会の傍聴をしながらの教育への提言などに、現在、
集中的に取り組んでいます。
著作

『日本共産党に強制収容所』
『誰も書かなかった中国の人権抑圧』
『「連合」をぶっ潰せ』
電子書籍

『日本共産党の構造と実体』
論文

「私たちが体験した共産党の強制収容所列島（兵本達
吉氏との対談）」 『正論』平成１２年４月号「雑誌『正

日本の進む道研究所は、事務所での印刷・製
本体制を整えました。今後、会報は、カラー
化され、体裁も良くなります。よろしくお願
いします。

コロナ対策は万全です。
代表の安東幹さんは、これまでにコロナ検査を
8 回ほど受けました。すべて結果は陰性でした。
コロナウィルスを保有していないということで
す。毎月、一回はコロナチェックを受けています。
代表の安東幹さんは、夜間、居酒屋や人の集ま
るところに、まったく行きません。風俗関係には、
生まれてから行ったことがありません。

目
次

完
全
で
は
な
い
人
間
は
ど
の
よ
う
な
世
界
を
め
ざ
す
べ
き
か
？

人
類
を
滅
ぼ
す
共
産
主
義
の
集
団
主
義
を
批
判
す
る
！

国
際
的
に
孤
立
の
日
本
共
産
党
は
、
外
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
獲
得
の

妨
げ

日
本
共
産
党
の
議
員
が
大
量
に
辞
職
か
？

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
パ
ソ
コ
ン
で
体
験
し
て
み
ま
し

た
！
都
議
選
で
、
有
権
者
を
愚
弄
（
ぐ
ろ
う
）
す
る
日
本
共
産
党

を
批
判
す
る

男
性
へ
の
女
性
か
ら
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
も
取
り
締
ま
り
強
化
を
！

経
営
者
協
会
へ
の
手
紙

日
本
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
に
思
い
切
っ

た
措
置
を

悪
書
『
共
産
党
宣
言
』
の
販
売
禁
止
を
！
！

校
長
先
生
へ
の
手
紙

大
阪
労
働
争
議
団
総
行
動
の
分
析

千
代
田
総
行
動
（
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
組
合
な
ど
が

参
加
）
を
見
て

日
本
民
主
同
盟
の
動
向　

    

慶
應
義
塾
・
福
澤
諭
吉
先
生
を
、
共
産
主
義
者
・
左
翼
（
一
部
の

日
本
共
産
党
員
を
含
む
）
か
ら
お
守
り
す
る

Japanese Com
m

unist Party
 hates  studying English and IT.

立
憲
民
主
党
を
研
究
す
る
。

企
業
・
団
体
献
金
禁
止
の
方
向
の

立
憲
民
主
党
の
国
会
議
員
の
実
態

安
東
幹
氏
は
、
国
際
連
合
大
好
き
で
す
。

国
際
社
会
へ
の
貢
献
を
若
い
こ
ろ
か
ら
め
ざ
し
、
世

界
中
の
国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
訪
問
し
、
東
京
青
山
に

本
部
が
あ
る
国
連
大
学
の
協
力
会
の
会
員
を
、
時
に

応
じ
て
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
す
。
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完
全
で
は
な
い
人
間
は
、
ど

の
よ
う
な
世
界
を
め
ざ
す

べ
き
か
？

　
　
　
　

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東　

幹

　

人
間
社
会
は
、
完
全
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
人
間
社
会
の

成
り
立
ち
が
そ
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
か
ら
だ
。
人
類
の

誕
生
、
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
文
明
社
会
を
築
き
上
げ
る
ま

で
の
道
の
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
不
完
全
が
あ
っ
た
。

　

今
回
、
私
は
、『
数
学
は
歴
史
を
ど
う
変
え
て
き
た
か　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
か
ら
無
限
の
探
求
へ
』（
ア
ン
・
ル
ー

ニ
ー
著　

吉
富
節
子
訳　

東
京
書
籍　

二
〇
一
三
年
六
月
四

日
）、『
言
語
が
違
え
ば
、
世
界
も
違
っ
て
見
え
る
わ
け
』（
ガ

イ
・
ド
イ
ッ
チ
ヤ
ー
著　

椋
田
直
子
訳　

合
同
出
版
株
式
会

社　

二
〇
一
二
年
十
二
月
五
日
）、『
プ
ロ
グ
ラ
マ
の
数
学　

第
二
版
』（
結
城
浩
著　

S
B
株
式
会
社　

二
〇
一
八
年
一

月
二
十
二
日
）
を
読
ん
だ
。
人
類
の
歴
史
を
、
数
学
や
言
語

の
発
達
の
観
点
か
ら
考
え
た
い
。
文
化
人
類
学
的
な
考
え
方

で
あ
る
。
私
は
、
人
類
の
未
来
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
人
類

の
文
化
を
深
く
考
察
す
る
文
化
人
類
学
を
、
学
ぶ
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
地
球
上
の
民
族
は
、
数
を
使
う
。「
民
族
」
と

い
う
概
念
は
、
必
要
な
考
え
方
で
あ
る
。
地
球
上
に
は
、
自

分
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
守
り
、
独
自
の
社
会
を
築
い
て

い
る
民
族
が
、
ア
フ
リ
カ
や
多
く
の
国
に
、
多
数
存
在
す
る
。

　

数
が
、
世
界
共
通
で
も
っ
と
便
利
に
使
え
た
ら
と
願
う

人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
欧
米
で
は
、
千
単

位
で
、
位
の
呼
称
が
変
わ
る
。「
t
h
o
u
s
a
n
d
」

「
m
i
l
l
i
o
n
」
「
b
i
l
l
i
o
n
」

「
t
r
i
l
l
i
o
n
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
語
で
は
、「
万
」「
億
」「
兆
」
と
、
万
単
位
で
変
わ
る
。

も
し
、
こ
れ
が
統
一
さ
れ
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
便
利
だ
ろ

う
と
た
く
さ
ん
の
人
が
考
え
て
い
る
。
欧
米
の
数
字
を
、
日

本
の
数
字
に
直
す
と
き
に
、
と
ま
ど
う
人
が
多
い
の
は
事
実

で
あ
る
。
時
間
は
、
2
4
時
間
で
一
日
で
あ
る
。
秒
、
分
と

6
0
進
法
で
あ
る
。
ま
た
、
角
度
は
一
周
が
3
6
0
度
で

あ
る
。
直
角
は
9
0
度
で
あ
る
。
時
間
や
、
角
度
が
1
0

進
法
で
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
便
利
だ
ろ
う
と
考
え
る
人
も

多
い
。
角
度
が
一
周
3
6
0
度
な
の
は
、
古
代
の
バ
ビ
ロ

ン
文
明
が
そ
の
よ
う
に
し
た
か
ら
今
で
も
そ
う
で
あ
る
ら
し

い
。
時
間
が
6
0
進
法
な
の
も
歴
史
的
な
起
源
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
誰
か
が
統
一
し
て
い
た
ら
世
界
は
も
っ

と
完
全
な
暮
ら
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
人
間
社
会
が
1
0
進
法
な
の
は
、
人
間
の

手
の
指
が
1
0
本
で
あ
る
か
ら
な
の
は
常
識
で
あ
る
が
、

常
識
が
普
及
し
て
い
な
い
。
日
本
の
進
む
道
研
究
所
と
し
て

は
、「
人
間
社
会
が
1
0
進
法
な
の
は
、
人
間
の
手
の
指
が

1
0
本
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
常
識
が
普
及
し
て
い
な
い
の

は
大
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

人
類
の
色
覚
は
発
達
し
て
き
た
。
古
代
人
の
「
赤
」
と
現

代
人
の
「
赤
」
は
違
う
。
古
代
人
の
詩
を
読
ん
で
、「
青
」

と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
き
て
も
、
現
代
の
「
青
」
と
は
、
違

う
と
思
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
現
代
社
会
で
は
、
小
学
生
の
図

工
の
授
業
で
、
色
の
見
本
を
見
せ
ら
れ
な
が
ら
、
あ
る
い
は

絵
具
を
使
用
し
な
が
ら
、「
赤
」、「
青
」、「
黄
」
を
教
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
古
代
人
に
と
っ
て
の
色
と
は
、
食
料
の
た

め
に
捕
獲
す
る
魚
や
動
物
、
木
の
実
の
色
が
す
べ
て
で
あ
っ

た
。
多
く
の
民
族
に
と
っ
て
、「
青
」
と
「
緑
」
が
同
じ
よ

う
に
使
わ
れ
て
き
た
の
は
歴
史
上
の
必
要
性
が
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
日
本
人
に
は
「
雨
」
を

表
す
「
こ
と
ば
」
が
多
い
が
、
欧
米
に
は
少
な
い
。
そ
れ
は
、

日
本
人
に
は
、
た
く
さ
ん
の
「
雨
」
の
種
類
が
あ
り
、「
雨
」

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
、
欧
米
に
は
そ
の
必
要
性
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

人
間
社
会
は
、
完
全
で
は
な
い
。
完
全
で
は
な
い
過
程
で
、

人
類
は
発
達
し
て
き
た
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
で
世
界
が
た
い
へ

ん
な
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、
ど
の
よ
う
な
問

題
に
も
対
処
で
き
る
、
理
想
の
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

人
類
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
共
産
主
義
の
克
服
は
、
必

ず
必
要
で
あ
る
。
共
産
主
義
の
非
合
法
化
は
必
ず
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
的
唯
物
論
は
人
類
を
破
壊

に
導
く
危
険
な
思
想
で
あ
る
。

　

科
学
的
社
会
主
義
の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク

ス
の
師
匠
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
と
同
世
代

に
生
き
た
哲
学
者
で
あ
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、

人
間
は
盲
目
的
な
生
へ
の
意
志
に
よ
っ
て
行
動
し
て
い

る
と
主
張
し
ま
し
た
。
彼
の
思
想
の
研
究
が
必
要
で
す
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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人
類
を
滅
ぼ
す

　
　

共
産
主
義
の

集
団
主
義
を
批
判
す
る
！

英
語
や
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
す
る
こ
と

を
、
自
分
だ
け
得
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
批
判
す
る
と
は
。

人
類
は
、
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
特
効
薬
を
開
発
で

き
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
を
克
服
で
き
る
治
療
薬
も
ワ
ク
チ
ン

も
開
発
で
き
て
い
な
い
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
開
発
さ
れ

て
い
れ
ば
と
か
、
人
類
の
語
学
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
も
っ
と
発
達
し
て
い
れ
ば
、
解
決
で
き
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
の
に
と
悔
や
ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
共
産
主
義
の
集
団
主
義
が
あ
る
。
一

生
懸
命
、
人
類
の
た
め
に
I
T
や
語
学
を
勉
強
す
る
人
を
、

ひ
と
り
だ
け
み
ん
な
と
違
っ
た
こ
と
を
す
る
と
し
て
批
判
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
み
ん
な
＝
労
働
者
の
中
か
ら
、

真
の
人
類
の
た
め
の
発
見
や
発
明
、
進
歩
が
生
ま
れ
る
と
し

て
い
る
か
ら
、
そ
の
害
悪
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

共
産
主
義
＝
集
団
主
義
＝
「
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
想
を
徹
底
的
に
批
判
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

共
産
主
義
者
は
、
真
理
の
独
占
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
理

由
は
、
み
ん
な
で
同
じ
こ
と
を
す
る
か
ら
、
共
産
主
義
者
の

主
張
が
、
正
し
い
か
ど
う
か
明
白
に
わ
か
る
と
主
張
す
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
共
産
主
義
者
は
、
全
面
的
に
発
達
し
た
、

万
能
の
人
間
が
存
在
で
き
る
と
主
張
す
る
。
あ
る
い
は
、
そ

れ
に
近
い
よ
う
な「
全
面
的
に
発
達
」し
た
人
間
が
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
学
問
に
専
門
性
が
深
く
発
達
し
て
い
る

現
代
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
共
産
主
義
は
、極
端
に
、「
み

ん
な
」
と
同
じ
こ
と
を
し
な
い
人
を
嫌
い
、
激
し
く
非
難
す

る
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
が
、
コ
ロ
ナ
克
服
の
治
療
薬
と
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
を
大
幅
に
遅
ら
せ
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
災
い
を
大
き

く
し
て
い
る
。

み
ん
な
で
共
産
主
義
的
な
集
団
主
義
を
克
服
し
、
二
度
と
、

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
大
き
な
災
い
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
よ

う
。
一
生
懸
命
、
今
の
社
会
で
い
え
ば
I
T
な
ど
を
勉
強

す
る
人
を
、
応
援
し
よ
う
。

                                                                                                                              

                   　
　
　

高
崎
駅
（
群
馬
県
）

企
業
・
団
体
献
金
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　

立
憲
民
主
党
国
会
議
員

（
立
憲
民
主
党
は
、
企
業
・
団
体
献
金
を
な
く
し

た
い
と
主
張
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
が
。
立
憲

民
主
党
の
国
会
議
員
の
『
政
治
資
金
収
支
報
告

書
』
よ
り
）

　
　
　

菅
直
人
衆
議
院
議
員
（
東
京
）

　
　
　

信
越
化
学
工
業
株
式
会
社

　
　
　

長
浜
博
行
参
議
院
議
員
（
千
葉
県
）

　
　
　

TKC

全
国
政
経
研
究
会

　
　
　

齋
藤
嘉
隆
参
議
院
議
員
（
愛
知
県
）

　
　
　

ム
ツ
ミ
工
業
株
式
会
社

　
　
　

田
島
麻
衣
子
参
議
院
議
員
（
愛
知
県
）

　
　
　

日
本
医
療
法
人
連
盟

　
　
　

名
古
屋
税
理
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
く
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国
際
的
に
孤
立
の
日
本
共
産

党
は
、
外
国
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
獲
得
の
妨
げ

日
本
が
、
必
要
な
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
、

わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
に
来
て
、
世
界
中
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
国

で
、
自
国
民
を
優
先
し
て
、
輸
出
に
慎
重
な
政
策
が
次
々
と

成
立
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

日
本
と
し
て
は
、
大
問
題
で
あ
る
。
先
日
も
、
E
U
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
連
合
体
）
が
、
二
十
四
か
国
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
域
外
輸
出
を
承
認
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、
E
U
自
身
の
域
内
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
滞

ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
輸
出
審
査
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
世
界
へ
の
貢
献
と
、
途
上
国
へ
の
支
援
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
た
自
民
党
、
国
際
協
調
の
公
明
党
な
ど
の
努

力
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
獲
得
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、
世
界
か
ら
孤
立
の
日
本
共
産
党
、
世
界
中
の
国
や

団
体
を
批
判
し
て
き
た
日
本
共
産
党
が
、
ワ
ク
チ
ン
獲
得
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
否
め
な
い
。
日
本
共
産
党
は
、

直
ち
に
態
度
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
数
十
年
前
、
日
本
共
産
党
は
、
公
然
と
、
世
界

中
の
す
べ
て
の
国
、
政
党
、
団
体
、
共
産
党
か
ら
絶
縁
な
ど

さ
れ
、
孤
立
し
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
を
、
栄
光
あ
る
孤
児

な
ど
と
し
て
自
慢
し
て
き
た
。
日
本
共
産
党
は
、
ワ
ク
チ
ン

獲
得
に
、
何
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
。
日
本
共
産
党
は
、

過
去
、
中
国
共
産
党
や
北
朝
鮮
の
共
産
主
義
政
権
党
と
断
絶

し
、
暴
力
事
件
を
含
む
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
。
今
で
も
、
日

本
共
産
党
は
、
中
国
の
人
権
弾
圧
、
北
朝
鮮
の
強
制
収
容
所

な
ど
人
権
問
題
を
激
し
く
非
難
し
、
中
国
や
北
朝
鮮
と
敵
対

し
て
い
る
。
ま
た
、
過
去
、
ソ
連
共
産
党
と
、
ソ
連
共
産
党

の
指
導
を
受
け
入
れ
て
い
る
世
界
中
の
大
多
数
の
共
産
主
義

国
や
共
産
主
義
政
党
と
不
仲
に
な
り
、
論
争
を
繰
り
返
し
、

国
際
共
産
主
義
会
議
の
場
で
は
、
発
言
を
許
さ
れ
ず
、
発
言

し
よ
う
と
す
る
と
マ
イ
ク
の
電
源
を
切
ら
れ
る
な
ど
の
事
態

で
あ
っ
た
。
状
況
は
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
共
産
党
に

は
、
国
際
的
な
影
響
力
は
な
い
に
等
し
い
。

日
本
が
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
繁
栄
す
る
た
め
に
は
、
日
本

が
コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
力
は
、
日
本
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
進
む
道
研

究
所
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
共
産
党
は
、
日
本
民

族
は
悪
い
こ
と
を
し
た
と
か
、
日
本
人
を
お
と
し
め
る
主
張

ば
か
り
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
開
発

へ
の
意
志
が
人
々
の
間
に
起
き
な
い
。

日
本
共
産
党
は
、
日
本
国
民
に
謝
罪
す
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
へ
の
抗
議
ビ
ラ
を
杉
並
区
で
ま
い
て
い

ま
す
。
杉
並
中
を
自
転
車
で
走
り
回
っ
て
重
要
な
人

物
や
場
所
な
ど
に
ま
い
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
、

安
東
問
題
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
メ
デ
ィ
ア
や

裁
判
所
な
ど
に
ま
き
ま
す
。
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日
本
共
産
党
の
議
員
が
大

量
に
辞
職
か

？　　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
の
議
員
や
党
員
、
関
係
者
が
、
安
東
幹
（
あ
ん

ど
う
か
ん
）
さ
ん
の
取
り
調
べ
を
警
察
に
要
求
し
、
電
話
を

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
が
、
女
性
を
盗
撮
し
た
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
私
は
女
性
を
盗
撮
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
女
性
に
対
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
完
全
な
、
女
性

に
対
す
る
犯
罪
の
で
っ
ち
あ
げ
で
す
。
日
本
の
刑
法
に
よ
る

と
、
警
察
に
取
り
調
べ
を
要
求
し
て
、
無
実
で
あ
っ
た
場
合
、

警
察
に
取
り
調
べ
を
要
求
し
た
人
間
は
、
刑
罰
を
受
け
る
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
警
察
の
取
り
調

べ
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
共
産
党
が
私
が

不
倫
を
し
た
と
か
盗
撮
を
し
た
と
か
あ
り
も
し
な
い
犯
罪
を

で
っ
ち
あ
げ
る
た
め
、
第
三
者
か
ら
暴
行
を
受
け
て
重
病
に

な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
受
け
た
り
し
た
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
す
。
警
察
に
、
で
っ
ち
あ
げ
の
容
疑
で
、
私
の
取

り
調
べ
を
要
求
し
た
議
員
は
、
全
員
辞
職
す
る
べ
き
で
す
。

私
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
に
対
し
て
何
度
も
メ
ー
ル

を
送
付
し
、
反
省
・
謝
罪
を
求
め
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
返

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
に
私
の
取
り
調
べ
を
要
求
し
た
議

員
は
、
全
員
、
辞
職
す
る
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
都
議
会
議
員
星
見
て
い
子
（
目
黒
区
選
出
）
さ

ん
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
会
議
員
酒
井
ま
さ
え
さ
ん
、
日

本
共
産
党
杉
並
区
議
会
議
員
野
垣
あ
き
子
さ
ん
な
ど
、
議
員

辞
職
す
る
べ
き
で
す
。
大
阪
、
京
都
、
九
州
、
四
国
、
東
北
、

北
海
道
、
北
陸
、
中
部
で
、
多
く
の
日
本
共
産
党
議
員
が
、

私
の
取
り
調
べ
を
警
察
に
要
求
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
日

本
の
進
む
道
研
究
所
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。（
詳
し
い
文
書
は
準
備
中
で
す
）

私
へ
の
悪
質
な
デ
マ
を
繰
り
返
す
共
産
党
議
員
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
犯
罪
行
為
を
で
っ
ち
上
げ
、

警
察
に
私
の
逮
捕
を
要
求
し
た
り
し
ま
す
。
私
は
、
そ
の
人

た
ち
の
議
員
辞
職
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
一
人
辞
職
で
共
産

党
事
務
所
は
数
百
万
円
の
収
入
減
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
役

所
か
ら
の
報
酬
の
う
ち
、
党
の
職
員
以
上
の
金
額
は
、
党
の

事
務
所
に
寄
付
と
な
る
か
ら
で
す
。

そ
の
他
、
い
つ
で
も
日
本
の
進
む
道
研
究
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東　

幹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
パ
ソ
コ
ン
で
体
験
し
て
み
ま
し

た
！

書
籍
『
動
か
し
て
学
ぶ
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
―
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
サ

ン
プ
ル
コ
ー
ド
で
理
解
す
る
基
本
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
』（
オ
ラ
イ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
発
行
）
で
、

実
際
に
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
動
作
さ
せ
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
理
解
に
努
め
ま
し
た
。
超
難
解

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

い
き
た
い
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
研
究
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
人
類
が
早
く
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
開
発
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
時
に
は
、
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
で

す
。
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都
議
選
で
、
有
権
者
を
愚

弄
（

ぐ
ろ
う
）
す
る
日
本

共
産
党
を
批
判
す
る

　

日
本
共
産
党
は
女
性
比
率
７
３
％
を
宣
伝

し
て
い
る
。

「
女
性
比
率
は
７
３
％
。
女
性
１
６
人
、
男
性

６
人
で
、女
性
の
比
率
は
７
３
％
で
す
。」
と
、

２
０
２
０
年
１
２
月
２
３
日(

水)

の
都
議
選

２
２
予
定
候
補
（
１
次
分
）
を
発
表
の
ウ
ェ
ッ

ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
。
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し
か
し
、
日
本
共
産
党
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
選
挙
区
で
の
政
策
を
決
定
す
る
の
は
、

自
民
党
や
立
憲
民
主
党
の
よ
う
に
都
議
本
人

で
は
な
く
、
日
本
共
産
党
の
事
務
所
で
朝
か

ら
晩
ま
で
働
い
て
い
る
地
区
委
員
長
で
あ
る
。

地
区
委
員
長
が
男
性
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
都

議
候
補
者
の
女
性
比
率
が
多
い
と
宣
伝
す
る

の
は
、
逆
に
女
性
を
道
具
と
し
て
し
か
見
な

い
、
女
性
差
別
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

東
京
に
は
、
日
本
共
産
党
の
地
区
委
員
会

が
、
３
３
あ
る
が
、
日
本
の
進
む
道
研
究
所

の
調
査
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
地
区
の
委
員

長
は
、
男
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
京
都
委

員
会
の
地
区
委
員
長
も
男
性
で
あ
る
。

　

都
議
選
に
の
ぞ
み
、
候
補
者
の
政
策
を
最

終
決
定
す
る
の
は
、
地
区
委
員
長
で
あ
る
。

青
年
政
策
、
女
性
政
策
、
中
小
企
業
政
策
、

商
店
街
政
策
な
ど
で
、
女
性
政
策
を
決
定
す

る
の
は
、
新
日
本
婦
人
の
会
内
部
の
女
性
党

員
で
あ
っ
た
り
、
女
性
部
長
で
あ
っ
た
り
す

る
の
が
当
然
で
あ
る
。
都
議
に
は
、
女
性
政

策
を
立
案
・
決
定
す
る
権
限
は
ま
っ
た
く
な

い
。　
　

　

今
回
、
男
性
ば
か
り
の
東
京
都
の
幹
部
が
、

女
性
比
率
７
３
％
の
候
補
者
を
選
定
し
た
。

候
補
者
が
７
３
％
女
性
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

女
性
向
け
の
政
策
が
実
現
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま
さ
に
、
都
民
を
愚
弄
（
ぐ
ろ
う
）
す

る
や
り
方
で
あ
る
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

安
東　

幹

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

日
程

　
　

六
月
二
十
五
日
告
示

　
　

七
月
五
日
投
票

安
東
幹
さ
ん
は
、
絶
対
に
立

候
補
し
ま
せ
ん
。
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男
性
へ
の
女
性
か
ら
の
セ
ク

ハ
ラ
行
為
も
取
り
締
ま
り

強
化
を
！

男
女
平
等
へ
の
妨
害
で
あ
る
日
本
共

産
党
や
左
翼
に
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
女
性
の
管
理
職
が

増
え
る
に
し
た
が
い
、
女
性
管
理
職
に
よ
る
男

性
の
部
下
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為
が
増

え
て
い
ま
す
。
妻
や
彼
女
が
い
る
男
性
に
対
し

て
、
デ
ー
ト
な
ど
を
、
昇
格
や
降
格
を
に
お
わ

せ
な
が
ら
要
求
す
る
事
例
が
、
増
加
し
て
い
ま

す
。
各
種
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
の
統
計
な
ど
に

よ
る
と
、
相
談
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
一
割
く
ら
い

が
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
だ
っ

た
り
し
ま
す
。

現
在
の
セ
ク
ハ
ラ
防
止
に
関
す
る
法
律
で
は
、

女
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
と
同
じ
く
、
男
性
へ
の
セ

ク
ハ
ラ
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
す
べ
て
の
国
民
が
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
禁
止
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
が
、
女
性
の
被
害
者

を
描
い
た
も
の
だ
け
は
禁
止
に
す
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
左
翼
女
性
に
よ
る
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
セ

ク
ハ
ラ
の
で
っ
ち
あ
げ
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
左
翼
の
女
性
が
、「
女
の
武
器
よ
」と
か
言
っ

て
、政
敵
に
セ
ク
ハ
ラ
を
乱
発
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
風
俗
店
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
バ
ク
ラ
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

不
倫
も
盗
撮
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
左
翼
女
性
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
手
を
身

体
に
ぴ
た
り
と
つ
け
て
い
る
私
に
対
し
て
、
彼

女
の
子
ど
も
と
思
わ
れ
る
女
子
学
生
を
接
触
さ

せ
、
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
で
っ
ち
あ
げ
た
り
、
狭

い
場
所
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
私
の
荷
物
を
持

つ
手
が
肩
に
触
れ
た
の
を
胸
に
触
っ
た
と
で
っ

ち
あ
げ
た
り
、女
性
の
方
か
ら
私
に
飛
び
か
か
っ

て
き
た
の
を
払
い
の
け
た
の
を
女
性
に
対
す
る

暴
力
と
言
っ
た
り
と
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
す
。
私

は
、
左
翼
女
性
の
集
団
ス
ト
ー
カ
ー
で
っ
ち
上

げ
行
為
を
告
発
し
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
、
世
界

的
に
有
名
な
人
権
団
体
で
あ
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
数
十
年
前
か
ら
、

国
家
に
よ
る
人
権
弾
圧
以
外
に
、
権
力
で
は
な

い
団
体
や
組
織
に
よ
る
人
権
弾
圧
も
取
り
扱
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
日
本
共
産
党
に

よ
る
人
権
弾
圧
を
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
該
当
す
る
部
署
に
訴
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
女
性
組
織
に
よ
る
、集
団
ス
ト
ー

カ
ー
で
っ
ち
あ
げ
も
、
重
大
な
犯
罪
で
す
。
世

界
中
の
多
く
の
政
府
、
政
党
、
N
G
O
、
人
権

団
体
な
ど
が
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
や
一
部

の
左
翼
は
、
男
女
平
等
の
妨
げ
で
す
。
女
性
を

集
団
と
し
て
見
る
か
ら
で
す
。
女
性
＝
社
会
的

弱
者
と
し
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
を

認
め
る
の
に
消
極
的
だ
か
ら
で
す
。
日
本
共
産

党
へ
の
厳
重
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。　
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経営者協会様

日本の進む道研究所　代表の安東　幹（あんどう　かん）と申します。
日本の進む道研究所は、設立 3 周年 5 か月を、まもなく迎えます。みなさまのおかげで、
ますます発展しております。みなさまのお役に立てるのが最大の喜びです。これからもよ
ろしくお願いします。

日本共産党と日本民主青年同盟、労働組合青年部などの動きにご注
意ください。直接行動に訴える、過激な行動をとってくる可能性が
大きいです。失業者の増大、収入の減少が続く中で、行動が過激化
してくることが予想されます。アメリカや EU の国内産のワクチン
の確保の問題や、変異株の問題などで、コロナ危機の終息が不透明
な状態です。

この間、日本各地の、日本共産党系の青年団体である日本民主青年同盟は、無料で飲食料
や生活必需品の配布を続け、多くの学生を集めるようになりました。その中で、日本民主
青年同盟に加盟する青年も、出てくるようになりました。もちろん、配布する飲食料や生
活必需品は、日本共産党や民商、農民運動家らによるものです。青年の間に、過激な行動
が起き、日本共産党に誘導されて、大規模な反乱になる可能性もあります。要注意です。

日本の進む道研究所の代表の安東　幹さんは、日本共産党と関係が深い労働争議団、JAL
労働争議団、明治乳業労働争議団、IBM 労働争議団などと対決を続けています。ぜひ、ご
支援をお願いします。日本の進む道研究所は、共産党、共産主義団体と戦い続けます。

3 月 8 日は、IBM にかかわる裁判の傍聴、11 日は KLM にかかわる裁判の傍聴、26 日は、
全労協関係の「けんり総行動」と JAL 本社前での抗議行動を批判的見学予定です。その他、
日本共産党と関係が深い労働争議などを徹底的に批判研究します。どうか、応援いただけ
ればうれしいです。

日本の進む道研究所の会報の購読者（月刊　年会費 2500 円）を紹介いただけるとうれし
いです。
                          日本の進む道研究所　代表　安東　幹　info@japanfutureresearch.org
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日
本
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
治
療

薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た

め
に
思
い
切
っ
た
措
置
を

日
本
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
治
療
薬
と

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
に
思
い
切
っ
た
措
置
を

と
る
べ
き
で
あ
る
。「
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開

発
を
急
げ
」
と
い
う
声
が
、
世
界
中
で
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
さ
え
成
功
す
れ

ば
、
社
会
の
崩
壊
は
避
け
ら
れ
る
。
先
行
き
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
観
光
産
業
、
博
物
館
・
美
術

館
な
ど
、
飛
行
機
・
鉄
道
な
ど
の
交
通
産
業
な

ど
の
未
来
を
保
障
し
、
た
く
さ
ん
の
人
の
生
活

を
貧
困
か
ら
救
い
、
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

そ
の
た
め
に
は
、
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

た
め
に
思
い
切
っ
た
予
算
を
投
入
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
医
療
研
究
機
関
、
I
C
T
研
究

機
関
な
ど
へ
、
多
額
の
予
算
の
配
分
が
必
要
で

あ
る
。
国
民
も
、
そ
れ
ら
の
研
究
機
関
な
ど
へ

の
寄
付
金
な
ど
で
の
協
力
を
し
た
り
、
ぜ
い
た

く
を
つ
つ
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
行
動
が
必
要

と
な
る
。
み
ん
な
で
コ
ロ
ナ
危
機
を
克
服
し
よ

う
が
合
言
葉
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
を

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
日
本
政
府
に
補
償
の
み
を
要
求
し
、

社
会
不
安
を
あ
お
る
勢
力
へ
の
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、「
社

会
の
混
乱
・
内
乱
を
革
命
に
転
化
し
、
労
働
者

の
独
裁
政
権
を
樹
立
せ
よ
」
を
理
論
的
支
柱
と

す
る
共
産
主
義
勢
力
、「
今
の
資
本
主
義
体
制

で
は
コ
ロ
ナ
危
機
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題
を

解
決
で
き
な
い
。
共
産
主
義
社
会
の
実
現
が
必

要
」
と
主
張
す
る
共
産
主
義
勢
力
な
ど
で
あ
る
。

人
類
の
希
望
を
打
ち
砕
き
、
革
命
な
ど
を
主
張

す
る
勢
力
の
監
視
が
必
要
で
あ
る
。

多
く
の
人
た
ち
が
、
I
T
の
推
進
を
う
っ
た
え

て
い
る
。
I
T
の
推
進
、
そ
し
て
、
I
T
の

活
用
に
よ
る
コ
ロ
ナ
危
機
の
克
服
を
訴
え
て
い

る
。
し
か
し
、
I
T
の
推
進
に
反
対
し
、
I
T

の
推
進
を
ま
っ
た
く
主
張
し
な
い
勢
力
が
あ

る
。
日
本
共
産
党
な
ど
左
翼
で
あ
る
。
日
本
共

産
党
や
左
翼
に
対
す
る
説
得
が
必
要
で
あ
る

が
、
そ
の
人
た
ち
の
独
自
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
り
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
相

応
の
処
置
が
必
要
で
あ
る
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
開
発
さ
れ
て
い
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
、

治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
で
、
す
ぐ
に
解
決

さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
危
機
で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
外
国
依
存
は
危
険
で
あ
る
。
日
本
に
石

油
や
石
炭
を
輸
出
し
て
い
る
国
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
ど
で
輸
出
で
き
な
く
な
れ
ば
、
日
本

の
電
力
は
途
絶
え
る
。
ま
た
、
米
中
が
軍
事
衝

突
す
れ
ば
、
中
東
か
ら
日
本
へ
の
石
油
タ
ン

カ
ー
が
中
国
に
停
め
ら
れ
、
日
本
に
電
力
が
不

足
す
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ
る
。
日
本
政
府
は
、

原
子
力
発
電
の
研
究
・
推
進
を
す
る
べ
き
で
あ

る
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東
幹
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悪
書
『
共
産
党
宣
言
』

　
　

の
販
売
禁
止
を
！
！

　

日
本
共
産
党
の
理
論
で
あ
る
科
学
的
社
会
主

義
の
創
設
者
で
あ
る
、
ド
イ
ツ
の
革
命
思
想
家

で
あ
る
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
共
同
執
筆
し
た
、
共
産
主
義
闘

争
を
宣
言
し
た
書
で
あ
る
『
共
産
党
宣
言
』
に

は
、
男
性
に
よ
る
「
女
性
の
共
有
」（
原
書
で

は
「
婦
人
の
共
有
」）
が
、
複
数
の
箇
所
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。

男
性
が
女
性
を
共
有
す
る
と
い
う
考
え
方
は
大

問
題
で
あ
る
し
、
共
有
す
る
主
体
が
男
性
で
あ

り
女
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
男
尊
女
卑

の
考
え
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
女
性
に
よ
る

男
性
の
共
有
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
は
、
男
女
平
等
の
書
で
あ

る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
が
。

　

よ
っ
て
、『
共
産
党
宣
言
』
は
、
有
害
図
書

等
に
指
定
さ
れ
、
販
売
に
規
制
を
か
け
る
べ
き

で
あ
る
。
青
少
年
が
読
む
、
推
薦
図
書
に
指
定

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
決
し
て
な
り

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。（
注
）

訳
書
に
よ
っ
て
文
章
が
違
い
ま
す
。

「
何
に
し
て
も
、
共
産
主
義
者
の
い
わ
ゆ
る
公

認
の
婦
人
共
有
に
お
ど
ろ
き
さ
わ
ぐ
我
が
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
道
徳
家
ぶ
り
ほ
ど
笑
う
べ
き
も
の
は
ま

た
と
な
い
。
共
産
主
義
者
は
、
婦
人
の
共
有
を

新
た
に
と
り
い
れ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
ほ

と
ん
ど
常
に
存
在
し
て
き
た
の
だ
。
わ
が
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
は
、
か
れ
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
妻
や

娘
を
自
由
に
す
る
だ
け
で
は
満
足
し
な
い
。
公

娼
に
つ
い
て
は
論
外
と
し
て
も
、
か
れ
ら
は
、

自
分
た
ち
の
妻
を
た
が
い
に
誘
惑
し
て
、
そ
れ

を
何
よ
り
の
喜
び
と
し
て
い
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
結
婚
は
、
実
際
に
は
妻
の
共
有

で
あ
る
。
共
産
主
義
者
に
非
難
を
加
え
た
け
れ

ば
、
せ
い
ぜ
い
で
、
共
産
主
義
者
は
偽
善
的
に

内
密
に
し
た
婦
人
の
共
有
の
か
わ
り
に
、
公
認

の
公
然
た
る
婦
人
の
共
有
を
と
り
い
れ
よ
う
と

す
る
、
と
で
も
い
っ
た
ら
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
現
在
の
生
産
諸
関
係
の
廃
止
と
と
も

に
、
こ
の
関
係
か
ら
生
ず
る
婦
人
の
共
有
も
ま

た
、
す
な
わ
ち
公
認
お
よ
び
非
公
認
の
売
淫
も

ま
た
消
滅
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。」

ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
別
の
書
に
は
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
（
無
産
階
級
の
こ
と
、
現
在
で
は
労

働
者
階
級
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
は
、
何
も
所
持

し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

は
、
争
い
ご
と
を
す
る
こ
と
な
く
、
婦
人
を
共

有
で
き
る
の
で
あ
り
、
共
産
主
義
社
会
で
は
不

倫
は
存
在
し
得
な
く
な
る
と
の
一
節
が
あ
る
。

有
害
な
婦
人
の
共
有
思
想
で
あ
り
、
大
問
題
の

男
尊
女
卑
思
想
で
あ
る
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東　

幹
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校長先生へ 　　　　　　　　　　　　　　　　                               令和３年３月５日

日本民主青年同盟という団体が、校門前でチラシをまいて生徒への勧誘活動を行った
り、生徒会へ平和活動を一緒にしないかと勧誘活動をしたりしています。日本民主青
年同盟は、政治的に中立な、青年の自主的な団体ではありません。日本共産党の党派
性のある団体です。校門前でチラシをまいたり、生徒会へのコンタクトをとってきた
りした時など、ご注意ください。

日本民主青年同盟は、加盟しても日本共産党を支持する義務はありません。しかし、
選挙の時には、日本共産党の躍進のために奮闘する組織で、日本民主青年同盟中央委
員会より日本共産党の躍進のためにがんばろうと決議が上がります。

また、日本共産党の綱領や目的について学ぶ義務があります。日本民主青年同盟の目
的には、「日本共産党を相談相手とし、援助を受けて、科学的社会主義と日本共産党綱
領を学び・・・」と明記されています。

日本民主青年同盟には、日本共産党から多額の援助がなされています。日本共産党中
央委員会、東京都委員会、大阪府委員会など、全国のほとんどの日本共産党組織で、
対応する日本民主青年同盟組織に、金銭的な援助がされています。

隔週刊の『民青新聞』には、「しんぶん赤旗記者募集」の広告、日本共産党の雑誌『前
衛』、『女性のひろば』、志位委員長など日本共産党幹部のパンフレットなどの広告がた
くさん掲載されています。本文にも、日本共産党幹部が、毎回、何人も登場します。

また、日本民主青年同盟などが宣伝する若者憲法集会には、日本共産党から多額の資
金がなされています。日本共産党が日本政府総務省に提出する政治資金収支報告書に
明記されています。政党で参加するのも、現在、日本共産党だけで、政党の指導者と
しては、日本共産党志位委員長が参加するくらいです。

日本民主青年同盟や若者憲法集会の性格を正しく認識し、あとで保護者らからのクレー
ムにならないよう、お気を付けください。
日本の進む道研究所　代表　安東　幹　info@japanfutureresearch.org
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大
阪
労
働
争
議
団
総
行
動
の
分
析

日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
の
安
東
幹
さ
ん

は
、
昨
年
（
二
〇
二
〇
年
）
十
二
月
一
日
に
行

わ
れ
た
、
大
阪
労
働
争
議
団
の
総
行
動
を
、
実

地
調
査
し
た
。
東
京
労
働
争
議
団
の
総
行
動
と

は
違
い
、
大
多
数
が
日
本
共
産
党
関
係
者
で

あ
っ
た
。
東
京
の
労
働
争
議
団
の
総
行
動
に
は
、

全
労
協
系
、
新
社
会
党
と
関
係
が
深
い
労
働
組

合
な
ど
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
る
。

総
行
動
は
、
最
初
は
、
大
阪
の
裁
判
所
前
で
宣

伝
を
行
う
。
宣
伝
は
、
普
通
、
二
か
所
で
行
う

と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
裁
判
所
近
く
の
公
園
で

集
会
。
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。
今
回
、
私
は

徒
歩
で
大
阪
市
内
を
回
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て

い
っ
た
。
争
議
を
支
援
す
る
人
た
ち
は
、
み
ず

ほ
銀
行
大
阪
本
店
、美
々
卯
、共
立
（
学
童
問
題
）

と
ま
わ
り
、
昼
休
憩
と
な
っ
た
。
私
の
取
材
は

そ
こ
で
終
わ
っ
た
。

今
後
も
、
大
阪
争
議
支
援
行
動
の
取
材
に
何
度

も
行
く
予
定
で
あ
る
。
大
阪
の
労
働
争
議
・
日

本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
組
合
の
実
態
な

ど
を
解
明
し
た
い
。

以
下
は
、
大
阪
争
議
支
援
総
行
動
の
チ
ラ
シ
か

ら
の
争
議
紹
介
で
あ
る
。

〇
み
ず
ほ
銀
行
へ
抗
議
・
要
請
（
明
治
乳
業
争

議
団
）　

〇
朝
日
放
送
へ
抗
議
・
要
請
（
民
放

労
連
）　

〇（
株
）共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
抗
議
・

要
請（
大
阪
自
治
労
連
）　

〇
N
E
C
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ
へ
抗
議
・
要
請
（
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
）　

〇
美
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
美
々
卯
）
へ
抗
議
・
要
請
（
全
国
一
般
東

京
地
本
）　

〇
学
校
法
人
関
西
大
学
（
中
等
部
・

高
等
部
）
へ
抗
議
・
要
請
（
北
摂
津
地
区
協
議

会
）　

〇
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
要

請
（
大
阪
自
治
労
連
）　

〇
大
阪
市
役
所
へ
要

請
（
大
阪
市
労
組
・
大
阪
市
労
組
連
）　

株
式

会
社
C
L
C　

堺
市
教
育
委
員
会
へ
要
請
（
大

阪
自
治
労
連
）　

〇
に
ち
ほ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ

要
請
（
全
国
一
般
大
阪
府
本
部
）　

〇
学
校
法

人
近
畿
大
学
へ
要
請
（
東
大
阪
労
連
）

千
代
田
総
行
動
（

日
本
共
産
党
と
関

係
が
深
い
労
働
組
合
な
ど
が
参
加
）

を
見
て

日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
の
安
東
幹
氏
は
、

二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
共

産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
組
合
な
ど
が
参
加
す
る
千

代
田
総
行
動
の
一
部
を
、
批
判
的
に
取
材
し
た
。
コ

ロ
ナ
が
広
ま
っ
て
い
る
時
で
も
あ
り
、
千
代
田
総
行

動
は
参
加
者
を
制
限
し
、少
人
数
で
行
わ
れ
た
。私
は
、

総
行
動
の
、
A
G
C
（
旭
硝
子
）
へ
の
抗
議
・
要
請

行
動
と
、
消
費
税
反
対
宣
伝
行
動
を
見
ま
し
た
。

旭
硝
子
前
で
千
代
田
総
行
動
参
加
者
が
配
布
し
て
い

る
チ
ラ
シ
に
は
二
〇
一
九
年
三
月
に
百
人
以
上
が
デ

モ
に
参
加
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
行
動
に
は
十
人
前
後
が
参
加
し
て
い
る
だ
け
。

千
代
田
総
行
動
の
実
態
は
今
回
の
批
判
的
取
材
で
は

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

千
代
田
総
行
動
は
、
旭
硝
子
の
子
会
社
で
あ
る

A
G
C
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
で
男
女
差
別
が
行
わ
れ
て

い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
A
G
C
は
そ
の
よ
う

な
事
実
は
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
で
あ
る
安
東
幹
氏
は
、

今
後
も
、
千
代
田
総
行
動
の
分
析
を
続
け
ま
す
。
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日
本
民
主
同
盟
の
動
向

　
　
（

日
本
共
産
時
系
の

             

青
年
団
体
）

日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
昨
年
（
二
〇
二
〇

年
）
十
一
月
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
る
、
全
国
大
会
を
東
京
で
開
催
し
た
。

前
回
の
大
会
か
ら
、
千
人
に
少
し
足
り
な
い

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
た
と
報
告
さ
れ

た
。
し
か
し
、青
年
で
は
な
く
な
り
、「
卒
業
」

（
日
本
共
産
党
や
労
働
団
体
、
新
日
本
婦
人

の
会
な
ど
の
活
動
家
に
な
る
こ
と
）
し
た
り
、

あ
る
い
は
や
め
て
い
く
同
盟
員
が
い
た
り
す

る
た
め
、
同
盟
員
数
は
、
約
一
万
人
（
日
本

民
主
青
年
同
盟
の
公
式
発
表
。
ウ
ェ
ッ
ブ
に

あ
り
）
の
ま
ま
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
日
本
各
地

で
、
無
料
で
飲
食
料
や
生
活
必
需
品
の
配
布

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
物
資
の

提
供
者
は
、
日
本
共
産
党
関
係
の
団
体
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
農
業
団
体

が
農
作
物
を
日
本
民
主
青
年
同
盟
に
、
無
料

配
布
用
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

無
料
の
食
料
な
ど
の
配
布
活
動
を
通
じ
て
、

日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
会
員
を
増
や
し
て

い
る
。
石
川
県
で
は
、
三
人
の
学
生
が
、
京

都
で
は
八
人
の
学
生
が
加
盟
し
た
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。（
民
主
青
年
新
聞
2
0
2
1
年

2
月
2
2
日
号
四
面
よ
り
）

失
業
者
が
増
え
る
な
ど
の
社
会
不
安
の
中
、

共
産
主
義
に
傾
く
若
い
人
が
増
え
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
共
産
主
義
の
真
実
を
伝
え
、
若

者
た
ち
が
共
産
主
義
を
信
奉
す
る
の
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

女
性
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
政
治
・

社
会
構
造
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
訴
え
る
日
本
民
主
青
年
同
盟

「
社
会
構
造
が
差
別
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
」
の
章
で
、

「
過
去
に
政
治
家
や
公
人
に
よ
る
女
性
差
別
発
言
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
を
政

治
が
下
支
え
し
て
い
る
社
会
構
造
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
志
社
大
学
教
授
の
岡
野
八
代
さ
ん
は

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
に
つ
い
て
、
民
青
新
聞
１
９

年
１
２
月
２
３
日
・２
０
年
１
月
６
日
付
合
併
号
で
、「
家

族
は
、
国
家
が
軍
事
力
や
経
済
力
（
明
治
時
代
の
『
富

国
強
兵
』
が
有
名
）
を
付
け
る
た
め
に
―
介
入
さ
れ
る

対
象
だ
っ
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
通
じ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
『
男
・
女
』
と
し
て
、
何
ら
か
の
役
割
、
日

本
語
の
場
合
は
言
葉
遣
い
ま
で
、
身
に
付
け
…
男
女
は

決
し
て
、
並
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
序
列

が
あ
り
、
女
性
が
一
歩
引
い
て
お
か
な
い
と
…
社
会
的

に
強
い
制
裁
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。・
・
・
。
女
性
差
別
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
社
会
構

造
を
変
え
て
い
く
と
り
く
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
民
青

新
聞
２
０
２
１
年
3
月
8
日
）
安
東
幹
氏
は
、
明
治

維
新
か
ら
理
論
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
が
共
産
党
的
で
あ
る
。

資
本
主
義
と
と
も
に
男
女
差
別
は
始
ま
っ
た
と
し
た
い
の
だ

ろ
う
と
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。



14

慶
應
義
塾
・
福
澤
諭
吉
先
生
を
、
共

産
主
義
者
・
左
翼
（
一
部
の
日
本
共

産
党
員
を
含
む
）
か
ら
お
守
り
す
る

　

福
澤
諭
吉
先
生
は
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
か
れ
た
先
生
で
、
立
派

な
お
方
で
す
。
一
万
円
札
に
は
、
肖
像
画
も
あ
り
ま
す
。「
天
は
人
の

上
に
人
を
つ
く
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
つ
く
ら
ず
」
と
あ
る
『
学
問

の
進
め
』
は
、
学
問
の
大
切
さ
を
説
き
、
人
間
平
等
を
主
張
し
た
名

著
で
す
。
福
澤
諭
吉
先
生
は
、
慶
応
義
塾
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
、
福
沢
諭
吉
先
生
を
、
日
本
進
む
道
を
悪
い
方
向

へ
と
持
っ
て
行
っ
た
悪
い
人
物
と
し
、
帝
国
主
義
者
と
し
、
一
万
円

札
の
肖
像
か
ら
削
除
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
批
判
し
、
福
沢
諭
吉
先
生
を
お

守
り
す
る
も
の
で
す
。

　

私
が
彼
ら
の
主
張
を
読
ん
で
ひ
っ
く
り
返
っ
た
の
は
、
日
本
の
明

治
維
新
を
模
範
と
し
た
清
朝 

か
ら
の
独
立
、
朝
鮮
の
近
代
化
を
目
指

し
た
金
玉
均
さ
ん
を
福
澤
諭
吉
先
生
が
支
援
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

彼
ら
は
福
澤
諭
吉
先
生
が
テ
ロ
リ
ス
ト
・
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
し
た

と
誹
謗
中
傷
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
福
澤
諭
吉
先
生
が
ア
ジ
ア
の
た

め
に
活
動
し
た
す
ば
ら
し
い
業
績
を
歴
史
か
ら
消
し
去
ろ
う
と
い
う

悪
だ
く
み
で
す
。
私
は
、
彼
ら
の
こ
と
を
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
彼
ら
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
安
重
根
を
英
雄
視
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
戦
い
ま
す
。

 

　

そ
も
そ
も
、
彼
ら
が
日
本
の
歴
史
を
彼
ら
の
史
観
で
書
き
換
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
何
も
福
澤
諭
吉
先
生
を
標

的
に
し
て
運
動
を
進
め
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

福
澤
諭
吉
先
生
を
誹
謗
す
る
会
の
代
表
者
三
人
は
、
安
川
寿
之
輔
さ

ん
と
雁
屋
哲
さ
ん
と
杉
田
聡
さ
ん
で
す
。
以
下
、
彼
ら
に
よ
る
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
よ
り

安
川
寿
之
輔
（
や
す
か
わ
・
じ
ゅ
の
す
け
）

1935

年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
教
育
学
部
、
名
古
屋
大
学

大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
教
育
学
博
士
。
宮
城
教
育
大
学
、埼
玉
大
学
、

名
古
屋
大
学
教
養
部
・
情
報
文
化
部
で
の
勤
務
を
経
て
、
名
古
屋
大

学
名
誉
教
授
。「
不
戦
兵
士
・
市
民
の
会
」
副
代
表
理
事
。

著
書
に
『
増
補
・
日
本
近
代
教
育
の
思
想
構
造
ー
福
沢
諭
吉
の
教
育

思
想
研
究
』（
新
評
論
）、『
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
認
識
ー
日
本
近
代
史

像
を
と
ら
え
返
す
』、『
福
澤
と
丸
山
眞
男
ー
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
を

解
体
す
る
』、『
福
沢
の
戦
争
論
と
天
皇
制
論
ー
新
た
な
福
沢
美
化
論

を
批
判
す
る
』、『
福
沢
の
教
育
論
と
女
性
論
ー
「
誤
読
」
に
よ
る
＜

福
沢
神
話
＞
の
虚
妄
を
砕
く
』（
高
文
研
）、『
十
五
年
戦
争
と
教
育
』（
新

日
本
出
版
社
）、『
女
性
差
別
は
な
ぜ
存
続
す
る
の
か
』、『
日
本
の
近

代
化
と
戦
争
責
任
』、『
日
本
近
代
教
育
と
差
別（
編
者
）』（
明
石
書
店
）、

『
大
学
教
育
の
革
新
と
実
践
』（
新
評
論
）
な
ど
。

雁
屋
哲
（
か
り
や
・
て
つ
）

本
名
、
戸
塚
哲
也
。1941

年
、
中
国
・
北
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学

教
養
学
部
基
礎
科
学
科
で
量
子
力
学
を
専
攻
。
卒
業
後
、
電
通
入
社
。

3

年9

月
で
退
社
後
、劇
画
原
作
者
と
し
て
活
躍
。1983
年
よ
り『
美

味
し
ん
ぼ
』（
画
、
花
咲
ア
キ
ラ
）
連
載
開
始
（
第32

回
小
学
館
漫

画
賞
受
賞
）。1988

年
よ
り
「
教
育
難
民
」
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
在
住
。

原
作
担
当
漫
画
に
『
男
組
』（
画
・
池
上
遼
一
）、『
野
望
の
王
国
』（
画
・

由
紀
賢
二
）、『
マ
ン
ガ
日
本
人
と
天
皇
』（
画
・
シ
ュ
ガ
ー
佐
藤
）
ほ

か
多
数
。
著
書
に
『
美
味
し
ん
ぼ
の
食
卓
』（
角
川
書
店
）、『
美
味
し

ん
ぼ
塾
』『
同
Ⅱ
』（
小
学
館
）、『
美
味
し
ん
ぼ
食
談
』（
岸
朝
子
と
共

著
）、『
シ
ド
ニ
ー
子
育
て
記
』、『
頭
痛
、
肩
コ
リ
、
心
の
コ
リ
に
美

味
し
ん
ぼ
』、『
美
味
し
ん
ぼ
「
鼻
血
問
題
」
に
答
え
る
』（
遊
幻
舎
）。

二
〇
一
六
年
夏
に
マ
ン
ガ
『
二
年C

組　

特
別
勉
強
会　

福
沢
諭
吉
』

上
下
二
冊
（
画
・
シ
ュ
ガ
ー
佐
藤
、
遊
幻
舎
）
を
刊
行
予
定
。

杉
田
聡
（
す
ぎ
た
・
サ
ト
シ
）

1953

年
、埼
玉
県
生
ま
れ
。
帯
広
畜
産
大
学
教
授
（
哲
学
・
思
想
史
）。

著
書
に『
福
沢
諭
吉　

朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
ー「
国
権
拡
張
」「
脱
亜
」

の
果
て
』（
明
石
書
店
）、『
天
は
人
の
下
に
人
を
造
る
ー
「
福
沢
諭
吉

神
話
」
を
超
え
て
」（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）、『
人
に
と
っ
て
ク
ル
マ

と
は
何
か
』（
大
月
書
店
）、『
野
蛮
な
ク
ル
マ
社
会
』（
北
斗
出
版
）、『
ク

ル
マ
が
優
し
く
な
る
た
め
に
』（
ち
く
ま
新
書
）、『
ク
ル
マ
社
会
と
子

ど
も
た
ち
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、共
著
）、『
男
権
主
義
的
セ
ク
シ
ャ

リ
テ
ィ
』（
青
木
書
店
）、『
ク
ル
マ
を
捨
て
て
歩
く
！
』（
講
談
社
プ

ラ
ス
α
新
書
）（
こ
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
作
成
者
注　

ア
ル
フ
ァ
）、『
道

路
行
政
失
敗
の
本
質
』（
平
凡
社
新
書
）、『
レ
イ
プ
の
政
治
学
』（
明

石
書
店
）、『「
日
本
は
先
進
国
」
の
ウ
ソ
』（
平
凡
社
新
書
）、『AV

神
話
』

『
買
物
難
民
』（
大
月
書
店
）、『
カ
ン
ト
哲
学
と
現
在
』（
行
路
社
）、『「
買

い
物
難
民
」
を
な
く
せ
！
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）、『
逃
げ
ら
れ
な
い

性
犯
罪
被
害
者
』（
青
弓
社
、
編
者
）、『「3.11

」
後
の
技
術
と
人
間
』

（
世
界
思
想
社
）
な
ど
。
訳
書
にH

・J

・
ペ
イ
ト
ン
『
定
言
命
法
』（
行

路
社
）
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Japanese Communist Party hates 
                                         studying English and IT.

Japanese Communist Party ( = JCP ) hates the person who studying foreign language 
and IT skill. JCP names them as individualists, sometimes egoists with or selfish 
persons out of malice. JCP calls them the enemy of all. 

For JCP, the mind for all, the mind for the poor, the mind for peace are very important. 
Foreign language and IT skills are not important. Within the JCP world, the person 
always think only the all, not think themselves should be the leaders. 

JCP calls to the youth to become the fighter for the peace.

Currently, most of the members of JCP are elderly person. They are not good at English 
nor IT. The fact acerates the JCP policy of English and IT. If JCP calls studying English 
and IT, the votes for JCP will decrease. 

The fact results in delay of progress for science, medical and etc. So, one of the 
criminals for coronavirus crisis. Communism delays the development of medicine for 
coronavirus. JCP only calls for compensation for the poor. 

編
集
後
記

　

ア
ド
ビ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
仲
間
で
あ
る
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
て
の
、
会
報

作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
発
行
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
さ
ら
に
改
善
し
、
ご
期

待
に
応
え
る
も
の
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
四
十
七
都
道
府
県
を
ま
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
を
知
り
ま
し
た
。復
興
し
つ
つ
あ
る
福
島
県
、

東
北
を
こ
の
目
で
見
ま
し
た
。
弘
前
城
の
東
京
と
は

違
っ
た
植
生
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
の
東
京
と
は
違
っ

た
植
生
、
観
光
地
の
悲
鳴
、
地
方
の
実
情
、
そ
し
て
、

何
よ
り
も
地
方
の
人
の
訪
問
客
へ
の
温
か
さ
を
知
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
方
の
I
T
度
を
知
っ
た
の
も
大
き

い
で
す
。

　

交
通
費
は
、
飛
行
機
往
復
三
回
と
、
九
州
や
東
北
周

遊
き
っ
ぷ
と
、
乗
り
放
題
切
符
な
ど
で
十
万
円
ほ
ど
。

宿
泊
は
、
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
、
五
万

円
以
下
で
す
。
意
志
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
世
界
の
国
・
地
域
、
二
十
か
国
ほ
ど

と
合
わ
せ
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
進
む
道
を
、
根
源
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
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　　日本の進む道研究所
　　〒 105-0013
　　東京都港区浜松町 2-2-15　浜松町ダイヤビル２F
　　TEL 03-6775-8400　　　　FAX　03-4586-9638
   　 代表　安東　幹（あんどう　かん）
　　info@japanfutureresearch.org
　　　https://www.japanfutureresearch.org
  　  郵便振替口座　00160-6-487455 
　　口座名義　日本の進む道研究所

　　日本の進む道研究所では、
  　会員、賛助会員、会報購読者を募集しています。

　　郵便振替
　　00160-6-487455
　　日本の進む道研究所
　　年間賛助会費　3000 円
　　年間購読費　　2500 円
　　会員　月　5000 円より

　

日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
！

　

元
祖
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
マ
ル
ク
ス

　

共
産
主
義
は
、I
T
・
語
学
の
敵
。　

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発　
　

　

を
妨
害
。
今
す
ぐ
非
合
法
化
を
。

　
　

共
産
主
義
は
人
類
の
敵

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
成
功
へ
！

  

国
家
・
家
族
・
企
業
を
、

            

共
産
主
義
か
ら
守
ろ
う
！

   

失
業
者
の
増
大
な
ど
社
会
不
安
が
高
ま
る
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
の
暴
動
に
警
戒
を 長野県小諸（こもろ）島崎藤村の詩

碑の前にて（小諸なる古城のほとり）

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、

設
立
三
周
年
を
迎
え
、
と
て
も

元
気
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

資
本
主
義
体
制
で
は
コ
ロ
ナ
危

機
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
主

張
し
、
暴
動
か
ら
革
命
の
機
会

を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
と
対
決
す
る
日
本
の
進

む
道
研
究
所
を
応
援
く
だ
さ
い
。




